


















あ り､普 通種 とみ られ るが､我 々 はその分布 を これ まで確認 してい ない
p.argentilineatusは､琉球列島にも分布するが (和名 :ミナミトビハゼ)､Murdy(1989)
では､この種類は､オース トラリアも含め､oxudercinae亜科魚類の仝分布域を網羅す
るほどに分布域が広いとされている｡この種類も我々はまだ確認 していない｡オース
トラリアに分布するApocryptes属魚類についてMurdy(1989)は､東南アジアに分布する
Amadurensisと同種としている｡しかし､我々がDaⅣinで採集したApoc'yptes属魚類は､
体側の斑紋が東南アジアのA.madurensisと明らかに異なる｡ このように不明な点が多
いことから､オース トラリアにおけるOxudercinae亜科魚類の分布相については､
Mur°y(1989)を見直す必要があるように思われる｡
Darwin郊外のChannellsland近くの干潟は､周囲をマングローブ林に囲まれた標高の
高い場所にあり､僅かな日数しか満潮時にも水没 しないとみられたが､ここに多 くの
p.minutusが生息していることを発見したO大潮を除く長い期間､干潟は露出したまま
で､Pminutusは乾燥を避け､ほとんど生息孔にこもって次の大潮を待つとみられたが､
生息孔の海水塩分は70%にも達していた｡昨年11月の調査では､この地域の本種に特
に焦点を当て､生息状態と生息環境に関する情報収集に務めた｡ p minutusとその生息
場所は､浸透圧調節や行動リズムなど､興味ある課題が豊富な種であり場所であると
考えられた｡
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